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本論文は、中世の天台寺院で稚児を対象にして行われたと考えられる密教儀礼「児
灌頂」について、その本質を解明するとともに、中世思想における位置付けを試みた
ものである。  
全体は、序章に続いて、第Ⅰ部「児灌頂の諸本」（第一章～第三章及び付論）、第
Ⅱ部「児灌頂の諸相」（第四章～第六章）、資料編から成る。  
序章では、児灌頂に関する先行研究を概括するとともに、論文の構成を明らかにし
た。  
第１部「児灌頂の諸本」は、諸本研究である。『昭和現存天台書籍綜合目録』に掲
載される十四本の児灌頂のテクストについて、全国に散在するそれらを網羅的に調査
した結果をまとめた。  
第一章「諸本の分類」では、『昭和現存天台書籍綜合目録』において「児灌頂」の
項に立項される十四本のテクストのうち、妙法院蔵『阿字観』を除く十三本について、
原本の閲覧が許可されていない数点の資料はマイクロフィルムや複写資料、写真資料
によって、その他は原本にあたって本文を確認し、内容を解説した。さらに、これら
に加えて、新たに確認できた昭和期の三種の写本（立教大学図書館蔵『弘児聖教秘伝』、
東京都台東区谷中の天王寺一如蔵に蔵される『児灌頂私』および『弘児聖教秘伝私』
についても詳述した。  
これらの調査結果を踏まえて、諸伝本に含まれる内容ごとに相互の関係を整理した
結果、諸本をⅠ類～Ⅴ類に分類し、そのうちⅠ類～Ⅳ類までを児灌頂の儀軌テクスト
であると認定した。Ⅴ類については、従来、真言密教の「邪教」とされる立川流の根
本思想であると言われてきた、中世の胎生学的教説「赤白二滞」に分類されるものとし
て、児灌頂との直接的な繋がりを見いだすことは出来ないと結論付けた。  
第二章「諸本の成り立ちと相互関係―儀軌の記述を中心に―」では、前述のⅠ類～Ⅳ類
の諸本が共通して有する儀軌の記述を取り上げ、その実態を分析した。すなわち、（１）加
行、（２）道場荘厳、門前作法、（３）入堂、（４）印明伝授（灌頂）、（５）教戒、（６）後
供養、廻向の六段階の次第である。儀軌を整理した上で、Ⅰ類とⅡ類の比較検討を行い、
それぞれの著述目的について考察し、Ⅰ類が儀軌とそれに対する注釈から成り、儀礼の体
系化を目指したものであるのに対して、Ⅱ類は実際に儀礼を実践するための手引きとして、
複数の儀軌を寄せ集め集成したものであるとした。  
第三章「談義所での書写活動」では、児灌頂伝本の多くに関東の談義所寺院の名前が見
られることを指摘し、それら談義所の具体的な様相を調査して、児灌頂の儀軌テクストの
書写の実態を追究した。その結果として、テクスト本文の近似性と、談義所の学僧の人的
ネットワークとが重なり合うことを証明した。このことから、児灌頂に関わる諸伝本の成
立を十四世紀初頭であろうと推測した。  
付論「美濃国深瀬談所の歴史と『住持記』」は、著者がかつてその悉皆調査に加わり、
のちに翻刻、書き下し、注釈を付して私家版として出版した岐阜県山県市の天台寺院慈明
院の『住持記』について、再検討を加えたものである。中世に深瀬談所として学僧の学問
研鑽の場となった慈明院の歴史を考察することによって、中世談義所の実態解明を目指し、
児灌頂テクストの伝流の様相をより実態に即して考察しようとしたものである。  
第Ⅱ部「児灌頂の諸相」では、児灌頂の諸伝本の中では異本と位置付けられる『弘児聖
教秘伝私』の性格を明らかにし、さらに、儀軌の口伝別紙である『櫛口伝事』、『櫛譜秘事』
の考察を通して、信仰の諸相についての具体的な追究を行った。  
第四章「『弘児聖教秘伝私』考」では、児灌頂のテクストである同書について、かつて
今東光の小説『稚児』（1936 年初出）の素材とされ、その結果、児灌頂が一般に認知され
ることとなったが、その後、研究史上においても、児灌頂のテクストの原本を参照するこ
となく、もっぱら小説を引用する形で児灌頂が論じられているという問題提起を行った。
その上で、叡山文庫において公開されている『弘児聖教秘伝私』のマイクロフィルム紙焼
資料と、そのうち虫損によって読み得ない箇所については立教大学図書館蔵『弘児聖教秘
伝』を参照することによって、原本の形を追って『弘児聖教秘伝私』の分析を試みた。そ
の結果、同書の前半には児灌頂の儀軌が記されるものの、後半には「児灌頂」なる語が記
されず、かつまた儀礼に関係することのない記述がなされていることを明らかにし、これ
までは本来児灌頂そのものとは関係しないこの後半部をも含めて、児灌頂論が展開されて
きた誤りを指摘した。  
第五章「児灌頂と今東光『稚児』」は、一般に児灌頂を認知させるきっかけとなった小
説『稚児』について、どのような状況下で書かれ、また近代小説としてどのように脚色さ
れているのか検討した。小説『稚児』には『古今著聞集』からの援用が見られるなど小説
としての脚色が見られること、また、『稚児』に描かれた児灌頂の儀軌と、実際の儀軌テク
ストとの間にずれがあることを指摘した。  
第六章「『櫛口伝事』『櫛譜秘事』考」では、髪を梳ることによって児の髪に山王権現を
はじめとする諸神が影向し、児の聖性が発現するという同書の記述が、まさに児灌頂にお
ける、児の身体を素材として観音菩薩をその場に顕現させるという思想と同一であること
を見いだし、本書を児灌頂の口伝別紙であると位置付けた。また、これら児灌頂の口伝世
界には、儀軌の記述には見られない文殊信仰や弘法信仰があることを明らかにした。 
資料編においては、まず、第一章で紹介した、『昭和現存天台書籍綜合目録』掲載
の十四本の児灌頂のテクストと、新たに確認した昭和期の三本のテクスト、合計十七
本について、法量、外題、内題、丁数、一面行数などの書誌についての詳細な記録を
「諸本の書誌的情報」としてまとめた。次に、東京谷中の天王寺福田蔵『児灌頂口決
相承』と、成菩提院『児灌頂式』、叡山文庫無動寺蔵『児灌頂次第』、立教大学図書
館『弘児聖教秘伝』の、四種の児灌頂テクストについて、全文の翻刻を掲載した。 
 
